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 第１章 自転車利用を促進する意義 

○ 関連する上位計画（第４次三島市総合計画の基本目標）から、本市では以下の視点で

三島市自転車通行空間ネットワークを整備する必要があることを整理する。 

１. 安全安心な生活環境の創出に寄与 

２. 健康増進に寄与 

３. 地域振興への寄与 

４. 観光振興への寄与 

５. 環境保全への寄与 

 

１. 自転車利用を促進する意義

■ 第４次三島市総合計画【施策体系】

○ 過度に自動車に頼らず、自転車を利
用する環境が確保されることで、
本市の健康増進に寄与

○ 通学時など、暮らしの中で、自転車の
安全な利用環境が確保されることで、
安心して生活できる環境が形成

○ スピードの遅い自転車で移動できる市
街地となることで、新たな人の流れの
創出と来街者の滞在時間が延伸

○ 過度に自動車に頼らず、自転車を利用
する環境が確保されることで、本市の
環境保全に寄与

■ 自転車利用促進の意義

○ 観光資源をつなぐレンタサイクルやサ
イクリングルートを確保することで、
観光交流客数が増加

○ 本市で自転車利用が促進されると、本市が
目指す多様な施策推進に寄与
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１. 安全安心な生活環境の創出に寄与 

○ 自転車道等の整備により、歩行者と自転車の分離や自転車通行空間を明確にし、安全

安心な生活環境の創出に寄与する。 

○ 第３回東駿河湾都市圏パーソントリップ調査（以下、PT調査という）の結果、自転車

の分担率は第１回調査以降減少を続け、約６％と低い水準となっている。 

○ 交通手段別の満足度をみると、第２回調査から「満足」「やや満足」の回答割合は   

増加しているものの、約２割とその他の交通手段と比べると満足度は低い。 

○ 自転車利用に関する不満理由は「自転車の通行スペースが狭い」「自動車が横を   

通過し危険」等、自転車通行空間に対する不満が多い。 

  

  

図 目的別代表交通手段分担率 

（出典： 第３回東駿河湾都市圏 PT調査結果） 

 

 

図 自転車利用に関する不満理由 

（出典： 第３回東駿河湾都市圏 PT調査結果） 
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○ 交通事故の発生件数が減少傾向であることに比べ、三島市内の過去５年間の自転車事

故推移は、横ばい傾向にある。 

○ 事故当事者の年代別では、16～19歳が最も多い。また、時間別では、８時台、１６時

台が多いことからも通学時による自転車利用が多い事が考えられる。 

○ 市内での自転車事故は、三島駅周辺の市街地や三島市南部の市街地に集中している。 

○ 自転車事故の発生は、長泉町、清水町等の周辺市町との接続道路でも多発している。 

 

     

    

図 三島市内の自転車事故 

（出典： 平成２９年交通事故統計 三島警察署） 

 

   

図 三島市内の自転車関連事故発生状況 

（出典： 静岡県警事故発生ＭＡＰ 自転車関連（H28.1～H30.9）） 

 

   

 

三島駅周辺の概ね 

２㎞圏域に自転車事

故が多発 
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２.健康促進への寄与  

○ 三島市では、ＪＲ三島駅を中心とした半径２ｋｍ程度に居住地が広がる。 

○ 自転車での移動に適した一般的な距離は、約５ｋｍ以内であり、通勤通学に丁度いい。 

○ 自転車では、ゆっくりとしたスピードで走行しても、速歩きと同様のカロリーを消費。 

 

  

 

 

図 活動内容別の 100kcalのエネルギー消費量 

（出典： 厚生労働省「健康づくりのための運動指針」） 
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３. 地域振興への寄与 

○ 中心市街地において自転車で買い物する場合、週あたりの買い物金額が自動車よりも

多くなっている。 

○ 自転車は、「遅い交通」であり、自動車よりもゆっくりとした滞在が可能。 

○ 滞在時間が長くなると、消費額も高くなる傾向である。 

○ ３時間～半日滞在すると、3,000 円以上の消費をする観光客が 80％程度になるため、 

滞在時間を延長させる際の目標として、３時間以上にすることがひとつの目安 

 

表 宇都宮市の郊外店と中心市街地店の買物の金額、袋、回数の比較 

 

 

 

図 平均滞在時間と平均消費額 
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４. 観光振興への寄与 

○ 自転車を利用することで、移動時間が短く、効率的に観光を楽しむことが可能。 

○ 三島駅を中心に２ｋｍの範囲には、三嶋大社を始め源兵衛川、佐野美術館や伊豆箱根

鉄道の駅があり歩いて楽しむ距離約１㎞程度では少し遠く、自転車での周遊に適して

いる。 

○ 三島市は、東京等県外から伊豆方面への入り口としての利便性が高い。 

○ 電車との連携やレンタサイクル等の幅広い総合的自転車利用環境整備を行うことで、

市内観光の利便性向上に繋がる。 

 

   

（出典： 都市交通としての自転車利用について／国交省（平成 24年） ） 

          

（出典： 内閣府 2009年「歩いて暮らせるまちづくりに関する世論調査」 ） 

歩いて楽しむ距離は、

1 ㎞程度までが最適。 
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図 自転車観光に適した環境形成事例 

（出典 左：レンタサイクル（三島市ホームページ） 右：伊豆箱根鉄道グループホームページ ） 

 

図 三島駅を拠点とした伊豆半島サイクリングコース事例 

（出典 国土交通省中部整備局 沼津河川国道事務所ホームページ） 
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５. 環境保全への寄与 

○ 過度に自動車に頼らず、自転車を利用する環境が確保されることで、本市の環境保全

に寄与する。 

○ 自転車利用を推進することで、低酸素な暮らしの持続可能なまち「エコガーデン」に

寄与。 

 

     
図 第２次三島市環境基本計画 基本方針 

     
図 地球温暖化やエネルギー対策の推進 数値目標 

 

 図 日常の取り組み市民アンケート 

（出典： 第２次三島市環境基本計画 ） 


